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「
知
と
地
の
拠
点
」

徳
山
大
学
の
精
神
を
継
承

周
南
公
立
大
学
は
、
山
口
県
東
部
地
区
唯
一

の
４
年
制
大
学
と
し
て
約
50
年
に
わ
た
り

「
知
と
地
の
拠
点
」
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
て
き
た
徳
山
大
学
の
歴
史
と
伝
統
を
継
承
し
た
公

立
大
学
で
す
。
２
０
２
２
年
の
開
学
以
来
、
地
域
の

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
高
め
、
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
に

貢
献
す
る
「
地
域
に
輝
く
大
学
」
を
目
指
し
、
教
育
・

研
究
・
地
域
貢
献
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

周
南
公
立
大
学
で
学
ん
だ
卒
業
生
た
ち
の
進
路
に
つ

い
て
、
進
士
正
人
学
長
は
次
の
よ
う
に
話
し
ま
す
。

　
「
周
南
公
立
大
学
と
し
て
の
第
１
期
卒
業
生
は
、
就

職
率
１
０
０
％
を
達
成
し
、
高
い
評
価
を
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
、
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、

大
企
業
へ
の
就
職
者
数
が
大
き
く
増
加
し
て
お
り
、
公

立
大
学
の
卒
業
生
と
し
て
高
い
期
待
を
寄
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
地
元

企
業
か
ら
は
『
も
っ
と
周
南
公
立
大
学
の
学
生
を
採
用

し
た
い
』
と
い
う
声
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
大
企
業

へ
の
就
職
者
が
増
え
る
一
方
で
、
地
域
で
活
躍
す
る
人

材
を
さ
ら
に
増
や
し
て
い
く
こ
と
も
、
本
学
の
重
要
な

課
題
の
一
つ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

本
学
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
大
き
な
特
徴
は
、
地
域

と
協
働
し
て
学
ぶ
Ｃ
Ｂ
Ｌ
（C

om
m
unity B

ased 
Learning

）（1） 

で
す
。「
周
南
地
域
と
産
業
」「
周
南

地
域
文
化
講
座
」
で
は
地
域
企
業
や
各
分
野
で
活
躍
す

る
有
識
者
を
講
師
に
迎
え
、「
地
域
ゼ
ミ
」
で
は
地
域

を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
課
題
解
決
型
学
習
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、「
キ
ャ
リ
ア
形
成
活
動
Ⅰ
・
Ⅱ
」
で

は
地
域
企
業
で
の
就
業
体
験
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

通
じ
て
、
大
学
で
培
っ
た
知
識
や
能
力
を
実
社
会
で
生

か
す
力
を
養
っ
て
い
ま
す
。

　
「
周
南
市
の
玄
関
口
で
あ
る
徳
山
駅
周
辺
は
、
瀬
戸

内
海
に
面
し
た
美
し
い
港
町
で
あ
る
と
同
時
に
、
日
本

を
代
表
す
る
化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
が
立
地
す
る
、
中
国

地
方
有
数
の
工
業
都
市
で
す
。
一
方
で
、
市
街
地
か
ら

少
し
足
を
延
ば
せ
ば
、
中
山
間
地
域
や
農
村
地
域
が
広

が
り
、
過
疎
化
や
少
子
高
齢
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
多
様
な
特
色
を

持
つ
周
南
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
Ｃ
Ｂ
Ｌ
を
実
践
す

る
こ
と
で
、
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
学
び
だ
け
で

な
く
、
世
界
に
も
共
通
す
る
社
会
課
題
と
、
そ
の
解
決

に
向
け
た
視
点
や
手
法
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
」

地
域
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
直
結
す
る

３
学
部
５
学
科
の
融
合
し
た
学
び

地
域
に
根
差
し
た
公
立
大
学
で
あ
り
な
が
ら
、

志
願
者
が
全
国
へ
広
が
っ
て
い
る
こ
と
も
、

本
学
の
大
き
な
特
徴
の
一
つ
で
す
。
在
学

生
の
出
身
地
を
見
る
と
、
山
口
県
出
身
者
は
約
３
割
で

残
る
約
７
割
は
広
島
県
や
福
岡
県
な
ど
の
近
隣
県
を
は

じ
め
、
全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
特
色
あ
る

学
部
・
学
科
構
成
が
評
価
さ
れ
、
多
く
の
受
験
生
を
引

き
付
け
て
い
ま
す
。
周
南
公
立
大
学
は
、
公
立
化
か
ら

２
年
後
の
２
０
２
４
年
に
学
部
・
学
科
の
改
組
を
行
い
、

現
在
は
経
済
経
営
学
部
（
経
済
経
営
学
科
）、
人
間
健

康
科
学
部
（
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
科
・
看
護
学
科
・
福

祉
学
科
）、
情
報
科
学
部
（
情
報
科
学
科
）
の
３
学
部

５
学
科
体
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。
進
士
正
人
学
長
は
、

本
学
の
学
び
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
話
し
ま
す
。

　
「
本
学
の
魅
力
は
、
３
学
部
５
学
科
を
そ
れ
ぞ
れ
独

立
し
た
学
び
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
学
部
・
学

科
の
枠
を
超
え
て
融
合
し
た
教
育
・
研
究
を
展
開
し
て

い
る
点
に
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
人
間
健
康
科
学
部
で

は
、
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
、
看
護
、
福
祉
の
３
分
野
が

連
携
す
る
こ
と
で
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
向
け
た
運
動

方
法
の
研
究
や
、
地
域
に
お
け
る
医
療
ア
ク
セ
ス
格
差

の
解
消
な
ど
に
つ
な
が
る
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
は
、
世
界
各
地
が
抱
え
る
共
通
の
課
題
の
解
決
に

寄
与
し
、
人
々
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
向
上
に
も
つ

な
が
る
も
の
で
す
」

　

全
国
か
ら
学
生
が
集
ま
る
一
方
で
、
地
域
の
子
ど
も

た
ち
に
大
学
の
知
を
還
元
す
る
こ
と
も
、
公
立
大
学
と

し
て
重
要
な
役
割
の
一
つ
で
す
。
そ
の
た
め
、
本
学
で

は
小
・
中
・
高
等
学
校
の
児
童
・
生
徒
や
教
職
員
を
対

象
と
し
た
出
前
講
座
な
ど
、
地
域
と
連
携
し
た
多
彩
な

取
組
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
進
士
学
長
は
、
そ
の
取
組

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
話
し
ま
す
。

　
「
一
般
的
に
は
『
高
大
連
携
』
と
い
う
言
葉
が
使
わ

れ
ま
す
が
、
本
学
が
目
指
し
て
い
る
の
は
『
小
中
高
大

連
携
』
で
す
。
例
え
ば
、
硬
式
野
球
部
や
女
子
サ
ッ

カ
ー
部
な
ど
、
全
国
大
会
レ
ベ
ル
で
活
動
す
る
学
生
が
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催

し
、
技
術
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
交
流
を

通
じ
て
、『
将
来
は
周
南
公
立
大
学
で
競
技
を
続
け
た

い
』
と
い
う
目
標
を
持
ち
、
学
業
に
も
励
む
子
ど
も
た

ち
が
育
っ
て
い
ま
す
。
大
学
の
学
び
や
魅
力
を
地
域
へ

還
元
し
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
が
将
来
本
学
へ
進
学
す
る

こ
と
で
、
人
材
の
地
域
流
出
を
防
ぐ
こ
と
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
こ
れ
も
ま
た
、
地
域
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

の
実
現
に
向
け
た
本
学
の
重
要
な
取
組
の
一
つ
で
す
」

　

２
０
２
７
年
度
入
試
か
ら
は
、
新
た
な
選
抜
方
式
と
し

て
総
合
型
選
抜
（
高
大
接
続
型
）
を
導
入
し
ま
す
。
こ
の

入
試
で
は
、
基
礎
学
力
に
加
え
、
探
究
活
動
や
地
域
活

動
な
ど
の
実
績
を
評
価
す
る
と
と
も
に
、
学
科
に
よ
っ
て

は
事
前
に
大
学
の
講
義
を
受
け
る
た
め
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
等
へ
の
参
加
を
出
願
要
件
と
し
て
い
ま
す
。
周
南

公
立
大
学
の
教
育
や
研
究
に
早
い
段
階
か
ら
触
れ
、
本

学
へ
の
理
解
を
深
め
た
う
え
で
、
高
い
志
を
持
つ
受
験

生
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
入
試
制
度
で
す
。

専
門
職
大
学
院
の
修
士
論
文
は

企
業
等
が
実
際
に
抱
え
る
課
題
の
解
決

大
学
の
知
は
、
地
域
で
働
く
社
会
人
に
も
還

元
さ
れ
て
い
ま
す
。
２
０
２
６
年
に
開
設

し
た
専
門
職
大
学
院
情
報
科
学
研
究
科
（2）

で
は
、
主
要
な
授
業
を
平
日
の
夕
方
か
ら
夜
間
に
開
講

す
る
こ
と
で
、
社
会
人
が
仕
事
を
続
け
な
が
ら
学
べ
る

環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
学
院
生
が
所
属
す

る
企
業
や
自
治
体
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
が
実
際
に

直
面
し
て
い
る
課
題
を
研
究
テ
ー
マ
と
し
、
そ
の
解
決

を
修
士
論
文
へ
と
結
び
付
け
る
実
践
的
な
教
育
を
行
っ

て
い
る
こ
と
も
大
き
な
特
徴
で
す
。

　

一
方
で
、
山
口
県
は
全
国
的
に
見
て
も
大
学
進
学
率

が
低
い
と
い
う
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
に

は
、
県
内
に
日
本
有
数
の
化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
企
業
が

集
積
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
普
通
科
進
学
校
だ
け
で
な

く
、
工
業
高
校
な
ど
の
実
業
系
高
校
や
高
等
専
門
学
校

を
卒
業
後
、
そ
の
ま
ま
地
元
企
業
へ
就
職
す
る
進
路
が

広
く
定
着
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
地

域
の
実
情
を
踏
ま
え
、
周
南
公
立
大
学
の
専
門
職
大
学

院
で
は
、
一
定
の
資
格
や
実
務
経
験
な
ど
を
要
件
と
し

な
が
ら
、
大
学
卒
業
者
だ
け
で
な
く
、
高
等
学
校
卒
業

者
や
高
等
専
門
学
校
卒
業
者
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
受

け
入
れ
、
地
域
社
会
を
支
え
る
人
材
の
リ
ス
キ
リ
ン
グ

を
推
進
し
て
い
く
方
針
で
す
。

　

進
士
正
人
学
長
は
、
次
の
よ
う
に
話
し
ま
す
。

　
「
こ
こ
周
南
市
は
、
多
様
な
地
域
課
題
を
抱
え
る
、

い
わ
ば
世
界
の
縮
図
と
も
言
え
る
地
域
で
す
。
本
学
で

は
、
そ
の
ロ
ー
カ
ル
な
フ
ィ
ー
ル
ド
を
舞
台
に
、
世
界

に
も
通
じ
る
課
題
解
決
に
挑
戦
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
域
に
根
差
し
た
学
び
を
通
じ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視

点
を
養
い
た
い
と
考
え
る
受
験
生
に
は
、
ぜ
ひ
本
学
で

学
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

（1） CBL（Community 
Based Learning）
　地域の企業等との協働による学習活
動であり、地域との協働で大学の教育
目標を達成していく教育手法のこと。
「地域ゼミ」は周南地域をフィールド
として、ゼミ生同士あるいは地域の協
力者と協働して地域課題の発見・解決
に取り組むもので、地域のウェルビー
イングへの貢献、EQ（感情知能）力
の発揮、実践的な課題対応能力の向上
を地域との協働により目指す、CBL
を体現する科目と言える。

周南公立大学
〒745-8566　山口県周南市学園台843-4-2
経営企画課広報室　TEL 0834-28-6880
https://www.shunan-u.ac.jp/

進
し ん じ ま さ と

士正人理事長・学長
1980年福井大学工学部卒業。1982年神
戸大学大学院工学研究科土木工学専攻修了、
1985年同自然科学研究科生産科学専攻
修了（学術博士）。2026年4月から現職。

“地域”を学びの舞台とし、
人々のウェルビーイングを高め
“世界”の課題解決に資する人材を育成

Shunan University

周南公立大学

　1971年に公設民営大学の先駆けとして設立された私立徳山大学は、
2022年に公立大学法人周南公立大学として生まれ変わりました。
　「地域の成長エンジン」となることを大学の使命とし、2024年には3学部
5学科体制へ改組。2026年には専門職大学院情報科学研究科を設置するな
ど、次々と大学改革に取り組んでいます。改革の目的は地域が抱える課題を
解決し、人々のウェルビーイングを高められる人材を育成することです。港
町の沿岸部から都市部、中山間地域、農村地域といった多彩で複雑な特徴を
持つ周南地域こそが、世界の地域課題を学ぶ格好の研究・教育のフィールド
になると進士正人学長は話します。

大学HP

SU
MMARY

（2） 専門職大学院情報科学研究科
　西日本の公立大学として初めて設置
された情報系専門職大学院。最先端の
情報科学技術を高度に身につけ実務に
応用できるよう、PBL（課題解決型
学習）やケース・スタディなどアク
ティブで双方向の学びを活用したカリ
キュラムで、実践的かつ効果的に学べ
ることが特徴。修了者には情報科学修
士（専門職）の学位が授与される。

大学と地域の交流を育むウェルビーイングスクエアを備えた新校舎PICK UP

開放感のあるコモンズ 学生の経営するカフェ「Tierra」
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